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能
登
半
島
地
震
で
被
災

し
、
現
在
は
明
星
大
青
梅

キ
ャ
ン
パ
ス
（
青
梅
市
長

淵
2
）
で
学
ぶ
日
本
航
空

高
校
石
川
の
ゴ
ル
フ
部
員

が
10
月
9
日
、
青
梅
フ
レ

ン
ド
シ
ッ
プ
ゴ
ル
フ
（
今

井
5
）で
の
練
習
を
前
に
、

9
月
に
開
催
さ
れ
た
石
川

県
大
会
で
団
体
3
位
、
個

人
で
主
将
の
黒
川
敬
伍
さ

ん
（
2
年
）
が
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
を
達
成
し
5
位
に

な
っ
た
こ
と
を
稲
村
晴
基

支
配
人
に
報
告
し
た
。
同

ゴ
ル
フ
場
で
の
シ
ョ
ッ
ト

練
習
が
好
成
績
に
つ
な
が

っ
た
こ
と
へ
の
感
謝
を
伝

え
た
。

　

昨
年
4
月
、
青
梅
市
に

移
転
後
、
同
部
は
練
習
場

の
確
保
に
苦
慮
し
、
部
活

動
を
続
け
る
こ
と
が
難
し

い
状
況
に
追
い
込
ま
れ

た
。
練
習
場
を
探
す
中
で

前
向
き
に
対
応
し
た
の
が

同
施
設
の
山
際
由
光
社

長
。
快
く
受
け
入
れ
を
了

承
。
昨
年
6
月
か
ら
週
2

日
、
火
曜
と
木
曜
の
17
時

か
ら
1
時
間
、
部
員
分
の

打
席
を
無
料
で
提
供
し
て

い
る
。

　

同
部
は
火
曜
～
日
曜
の

週
6
日
活
動
。
学
校
の
ウ

エ
ー
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル

ー
ム
で
の
体
づ
く
り
を
基

本
に
、
限
ら
れ
た
予
算
と

時
間
の
中
で
パ
タ
ー
や
バ

ン
カ
ー
シ
ョ
ッ
ト
が
で
き

る
ゴ
ル
フ
練
習
場
、
群
馬

や
神
奈
川
の
ゴ
ル
フ
場
な

ど
を
使
う
中
、
同
ゴ
ル
フ

場
で
の
練
習
時
間
は
初
心

者
が
多
い
部
員
た
ち
に
と

っ
て
何
物
に
も
代
え
が
た

い
柱
と
な
っ
て
き
た
。

　

今
年
5
月
下
旬
に
大
会

に
初
参
加
。
9
月
18
日
・

19
日
に
金
沢
カ
ン
ト
リ
ー

倶
楽
部
（
か
ほ
く
市
）
で

開
催
さ
れ
た
「
第
28
回
石

川
県
高
校
新
人
ゴ
ル
フ
選

手
権
大
会
」
で
の
好
成
績

に
つ
な
げ
た
。

　

部
員
は
3
年
生
9
人
を

送
り
、
2
年
生
5
人
、
1

年
生
6
人
の
11
人
。
11
月

に
は
県
代
表
で
北
陸
3
県

の
大
会
に
出
場
す
る
。
団

体
、
個
人
に
出
場
す
る
黒

川
さ
ん
は
「
青
梅
フ
レ
ン

ド
シ
ッ
プ
ゴ
ル
フ
を
は
じ

練習場無償提供に感謝
団体3位、ホールインワンを報告
日本航空高校石川ゴルフ部員

稲村支配人を囲み北陸 3県大会での健闘を誓うゴルフ部員

青
梅
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
ゴ
ル
フ
で
シ
ョ
ッ
ト
練
習

め
青
梅
市
の
皆
さ
ん
、
明

星
大
関
係
者
の
皆
さ
ん
に

感
謝
で
い
っ
ぱ
い
。
成
果

を
報
告
で
き
て
良
か
っ

た
。
北
陸
3
県
大
会
で
も

頑
張
り
た
い
」
と
意
気
込

み
を
見
せ
る
。

　

稲
村
支
配
人
は
「
明
る

く
礼
儀
正
し
い
生
徒
た
ち

で
、
素
晴
ら
し
い
報
告
を

受
け
、
う
れ
し
い
限
り
。

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
、
お
め

で
と
う
」
と
応
え
た
。

　

同
部
指
導
関
係
者
の
一

人
は
「
プ
レ
ー
の
中
で
は

一
喜
一
憂
せ
ず
、
目
の
前

の
こ
と
に
集
中
し
よ
う
と

言
っ
て
い
る
。
多
く
の
皆

さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
感
謝
し
、
成
長
し

て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
エ

ー
ル
を
送
る
。

　

同
ゴ
ル
フ
場
は
２
０
０

ヤ
ー
ド
と
、
ゆ
っ
た
り
と

し
た
72
打
席
で
シ
ョ
ッ
ト

の
練
習
が
で
き
る
ほ
か
、

無
料
で
使
え
る
「
練
習
グ

リ
ー
ン
・
バ
ン
カ
ー
」
が

あ
る
。
6
時
～
22
時
。
無

休
。
０
４
２
８
（
３
２
）

５
６
１
９
。

　

田
村
酒
造
場
（
福
生
市

福
生
）
と
石
川
酒
造
（
熊

川
）
で
11
月
８
日
、「
福

生
蔵
開
き
」
が
開
催
さ
れ

る
。

　

酒
蔵
が
、
新
酒
が
で
き

た
こ
と
を
祝
い
行
う
蔵
開

き
。
福
生
蔵
開
き
は
今
年

で
４
回
目
を
数
え
る
。
観

光
資
源
と
し
て
評
価
が
高

ま
る
日
本
酒
を
前
面
に
打

ち
出
し
、
福
生
の
地
域
資

源
と
な
る
２
つ
の
酒
蔵
を

拠
点
に
、
市
内
産
業
の
ア

「
福
生
蔵
開
き
」
11
月
8
日
　
蔵
開
き
限
定
酒
を
販
売
　

2 つの酒蔵で新酒を祝う」
クラフトビールフェスも

蔵開きは多くの日本酒ファンでにぎわう。昨年の田村酒造で

ピ
ー
ル
と
に
ぎ
わ
い
の
創

出
を
目
的
に
開
く
。

　

当
日
は
、
酒
蔵
ご
と
に

酒
造
見
学
、
一
斉
乾
杯
、

蔵
開
き
限
定
酒
の
販
売
を

行
う
。
開
催
時
間
は
10
時

～
16
時
。

　

12
時
～
18
時
は
福
生
市

営
福
生
駅
西
口
駐
車
場
特

設
会
場
で
「
西
多
摩
ク
ラ

フ
ト
ビ
ー
ル
フ
ェ
ス
」
を

開
催
。
西
多
摩
で
造
ら
れ

た
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
と
ビ

ー
ル
に
合
う
フ
ー
ド
を
提

供
す
る
。

　

入
場
希
望
者
は
事
前
に

同
市
商
工
会
の
専
用
フ
ォ

ー
ム
か
ら
登
録
を
行
う
。

当
日
の
来
場
も
可
能
だ

が
、
事
前
登
録
者
に
は
特

典
を
用
意
す
る
。

ショットの練習に励む主将の黒川さん

児童・生徒から 3000 枚の牛乳パックが渡された

あおぞら保育園へ 3000 枚贈る

羽村特別支援学校の処理済み牛乳パック

　

都
立
羽
村
特
別
支
援
学
校

（
羽
村
市
五
ノ
神
）
の
児
童
・

生
徒
が
作
業
学
習
の
一
環
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
リ
サ

イ
ク
ル
処
理
済
み
牛
乳
パ
ッ

ク
が
10
月
６
日
、
あ
お
ぞ
ら

保
育
園
（
羽
村
市
神
明
台
）

に
贈
ら
れ
た
。
卒
園
証
書
な

ど
で
活
用
さ
れ
る
。

　

同
園
で
行
わ
れ
た
贈
呈
式

に
は
同
校
の
井
上
一
仁
校

長
、
同
園
の
田
中
奈
穂
美
園

長
ら
と
園
児
・
児
童
・
生
徒

を
含
む
40
人
ほ
ど
が
出
席
。

３
０
０
０
枚
の
牛
乳
パ
ッ

ク
が
渡
さ
れ
た
。
牛
乳
パ

ッ
ク
は
同
園
で
紙
す
き
作

業
を
行
い
、
卒
園
証
書
や

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
に
生

ま
れ
変
わ
る
。

　

同
校
は
、
市
内
の
学
校

の
給
食
で
出
る
牛
乳
パ
ッ

ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
作
業
を

行
っ
て
い
る
が
、
量
が
多

い
た
め
活
用
方
法
を
模
索

し
て
い
た
。
相
談
を
受
け

た
羽
村
市
社
会
福
祉
協
議

会
が
関
係
者
を
当
た
り
、

保
育
園
か
ら
卒
園
証
書
に

活
用
し
た
い
と
い
う
話
を

受
け
、
実
現
し
た
。
同
園

の
ほ
か
、
太
陽
の
子
保
育

園
（
五
ノ
神
）
に
も
近
く

牛
乳
パ
ッ
ク
が
贈
ら
れ

る
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
作
業
は
、

牛
乳
パ
ッ
ク
の
内
側
に
施

さ
れ
た
防
水
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
一
枚
一
枚
丁
寧
に
は

が
し
、
紙
す
き
に
適
し

た
状
態
へ
加
工
す
る
も

の
。
集
中
力
と
手
先
の
器

用
さ
を
要
す
る
繊
細
な
作

業
で
、
児
童
・
生
徒
ら
は

一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

井
上
校
長
、
矢
口
太
郎

主
任
教
諭
ら
と
共
に
児

童
・
生
徒
を
引
率
し
た
三

上
博
史
主
幹
教
諭
は
「
作

業
学
習
の
取
り
組
み
の
成

果
が
地
元
の
保
育
園
の
卒

園
証
書
で
使
わ
れ
、
貢
献

で
き
る
こ
と
を
、
児
童
・

生
徒
た
ち
も
喜
び
、
励
み

に
な
る
と
思
う
。
今
後
も

継
続
し
、
広
が
る
よ
う
、

児
童
・
生
徒
と
共
に
努
力

し
た
い
」
と
話
す
。

卒
園
証
書
と
し
て
活
用
へ


